
                               

 

前橋シネマハウスで監督舞台挨拶及びトークショーを行います 

 

 前橋シネマハウスでは、２作品で監督舞台挨拶を行います。また、１作品で主演俳優と

現役競輪選手のトークショーを行います。 

 

１ 監督舞台挨拶「おだやかな革命」（監督：渡辺
わたなべ

 智史
さ と し

） 

（１）日時：平成３０年７月２８日（土）午前１０時からの上映終了後 

（２）内容：過疎化や高齢化など多くの課題を抱えた地域で、自然や地域の人々と向き合

いながら、本当の豊かさを取り戻していく人々の姿を描いたドキュメンタリー。 

（３）渡辺智史監督略歴：昭和５６年山形県生まれ。平成１７年有限会社アムールに入社

し、飯塚俊男監督に師事。今作品は、『湯の里ひじおり－学校のある最後の１年－』

『よみがえりのレシピ』に続く３作品目の監督作品。 

 

２ 監督舞台挨拶「陸軍前橋飛行場」（監督：飯塚
いいづか

 俊男
と し お

） 

（１）日時：平成３０年８月４日（土）午前１０時からの上映終了後 

（２）内容：太平洋戦争のさなか、急造された陸軍前橋飛行場。建設に駆り出された地域

の人々のことや、特攻隊員と地域の人との交流など当時を知る人へのインタビュー

を重ねて作られたドキュメンタリー映画。 

（３）飯塚俊男監督略歴：昭和２２年群馬県前橋市生まれ。平成５年、『小さな羽音 チョ

ウセンアカシジミ蝶の舞う里』で文化庁優秀映画作品賞を受賞。その他、主な監督

作品は『木と土の王国』『プッチーニに挑む 岡村喬生のオペラ人生』『蝶々さん群

馬にはばたく』など。 

 

３ 主演俳優と現役競輪選手のトークショー「ガチ星」 

（１）日時：平成３０年７月２１日（土）午後０時５分からの上映終了後 

（２）内容：戦力外通告を受けた元プロ野球選手が、再起をかけて「競輪」に挑む。過去

の栄光が通じない世界に飛び込む主人公の前に立ちはだかるのは、過酷なトレーニ

ングと２０歳以上も年が離れた若者たちからの冷ややかな視線だった。 

（３）登壇者：【主演俳優】安部賢一さん（昭和 48 年生まれ。大分県大分市出身。ドラマ

『相棒』などに出演。本作が初主演）【競輪選手】金子真也選手、櫻井学選手、小林

綾乃選手 

 

 

【問い合わせ先】 

                    事務局 文化国際課 文化国際係 

                    内  線 ３５２２ 

                    直 通 ０２７－８９８－６５２２ 
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